
年間授業計画

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

15

1

○

理科 生物基礎 2

　生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然
環境の保全に寄与する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

観察・実験などを行い、科学的に探究する力を養うこと

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養うこと

自然の事物・現象について理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身
につけること

○

○ ○定期考査 ○

第2部　遺伝子とその働き
【知識・技能】
遺伝子とその働きについて、遺伝情
報とＤＮＡ、遺伝情報とタンパク質
の合成などの基本的な概念や原理・
法則などを理解するとともに、科学
的に探究するために必要な観察実験
などに関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身につけること。
【思考・判断・表現力】
遺伝子とその働きについて、観察、
実験などを通して探究し、多様な生
物がもつ共通の特徴を見出して表現
すること。
【学びに向かう力等】
遺伝子とその働きに主体的に関わ
り、見通しを持ったり振り返ったり
するなど科学的に探究しようとする
態度を養うこと。

・DNAはどのような構造をしている
のか
・DNAの抽出をしてみる【実験】
生物と遺伝情報、DNAの構造と遺伝
情報
・DNAはどのように合成されるのだ
ろうか。
DNA複製、DNAと染色体、細胞周期と
DNAの分配、細胞周期とDNA量の変
化、遺伝子とタンパク質
・塩基配列とアミノ酸配列はどのよ
うに対応しているのか。
転写と翻訳、遺伝暗号表、遺伝子発
現と維持
・学習のまとめと演習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
遺伝子とその働きについて、遺伝情報とＤＮ
Ａ、遺伝情報とタンパク質の合成などの基本的
な概念や原理・法則などを理解しているととも
に、科学的に探究するために必要な観察実験な
どに関する基本操作や記録などの基本的な技能
を身につけている。
【思考・判断・表現力】
遺伝子とその働きについて、観察、実験などを
通して探究し、多様な生物がもつ共通の特徴を
見出して表現している。
【学びに向かう力等】
遺伝子とその働きに主体的に関わり、見通しを
持ったり振り返ったりするなど科学的に探究し
ようとしている。

○ ○ ○

○

理科 生物基礎

【思考力、判断力、表現力等】

　観察，実験などを行い，科学的に探究する力
を養う。

啓林館　生物基礎i版

理科

生物基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ 13

狛江

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

第1部　生物の特徴
【知識及び技能】
生物の特徴について、生物の共通性
と多様性、生物とエネルギーなどの
基本的な概念や原理・法則などを理
解するとともに、科学的に探究する
ために必要な観察実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技能
を身につけること。
【思考・判断・表現力等】
生物の特徴について、観察、実験な
どを通して探究し、多様な生物がも
つ共通の特徴を見出して表現するこ
と。
【学びに向かう力等】
生物の特徴に主体的に関わり、見通
しを持ったり振り返ったりするなど
科学的に探究しようとする態度を養
うこと。

・生物にはどのような共通性がある
のか
生物の多様性、生物の共通性
・脊椎動物はどのような進化の道筋
をたどったのか。
生物の進化と系統、細胞と固体の成
り立ち、真核細胞の構造、原核細胞
の構造
・細胞の観察【実験観察】
・植物にとって光エネルギーはどれ
くらい重要なのか。
・ヒトは食べ物がもつエネルギーを
どのようにして利用するのか。
生命活動とエネルギー、ATPの構
造、生体内の化学反応と酵素、光合
成と呼吸
・学習のまとめと演習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
生物の特徴について、生物の共通性と多様性、
生物とエネルギーなどの基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに、科学的に探
究するために必要な観察実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技能を身につけてい
る。
【思考・判断・表現】
生物の特徴について、観察、実験などを通して
探究し、多様な生物がもつ共通の特徴を見出し
て表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生物の特徴に主体的に関わり、見通しを持った
り振り返ったりするなど科学的に探究しようと
している。

【知識及び技能】

 日常生活や社会との関連を図りながら，生物や
生物現象について理解するとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

定期考査
○



○ 15

○

合計

70

定期考査
○ ○

・マクロファージにはどのような役
割があるのか
生体防御の概要、異物の侵入を阻止
するしくみ、自然免疫の仕組み、獲
得免疫の概要、細胞性免疫と体液性
免疫、抗体とその利用
・予防接種をするとなぜ病気を防ぐ
ことができるのか
免疫記憶とその利用、免疫と病気①
②
・学習のまとめと演習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
ヒトの体の調節のうち免疫について、その働き
などの基本的な概念や原理・法則などを理解す
るとともに、科学的に探究するために必要な観
察実験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身につけている。
【思考・判断・表現力】
ヒトの体の調節のうち免疫について、観察、実
験などを通して探究し、多様な生物がもつ共通
の特徴を見出して表現している。
【学びに向かう力等】
ヒトの体の調節のうち免疫に主体的に関わり、
見通しを持ったり振り返ったりするなど科学的
に探究しようとしている。

【知識・技能】
ヒトの体の調節のうち免疫について、その働き
などの基本的な概念や原理・法則などを理解す
るとともに、科学的に探究するために必要な観
察実験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身につけている。
【思考・判断・表現力】
ヒトの体の調節のうち免疫について、観察、実
験などを通して探究し、多様な生物がもつ共通
の特徴を見出して表現している。
【学びに向かう力等】
ヒトの体の調節のうち免疫に主体的に関わり、
見通しを持ったり振り返ったりするなど科学的
に探究しようとしている。

・マクロファージにはどのような役
割があるのか
生体防御の概要、異物の侵入を阻止
するしくみ、自然免疫の仕組み、獲
得免疫の概要、細胞性免疫と体液性
免疫、抗体とその利用
・予防接種をするとなぜ病気を防ぐ
ことができるのか
免疫記憶とその利用、免疫と病気①
②
・学習のまとめと演習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
ヒトの体の調節のうち免疫につい
て、その働きなどの基本的な概念や
原理・法則などを理解するととも
に、科学的に探究するために必要な
観察実験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身につける
こと。
【思考・判断・表現力】
ヒトの体の調節のうち免疫につい
て、観察、実験などを通して探究
し、多様な生物がもつ共通の特徴を
見出して表現すること。
【学びに向かう力等】
ヒトの体の調節のうち免疫に主体的
に関わり、見通しを持ったり振り
返ったりするなど科学的に探究しよ
うとする態度を養うこと。

定期考査
○ ○ ○

1

1
２
学
期

1○

第4部　生物の多様性と生態系
【知識・技能】
生物の多様性と生態系について、植
生と遷移のしくみ、生態系とその保
全、生態系と生物の多様性、生態系
のバランスと保全などの基本的な概
念や原理・法則などを理解するとと
もに、科学的に探究するために必要
な観察実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身につけ
ること。
【思考・判断・表現力】
生物の多様性と生態系について、観
察、実験などを通して探究し、生態
系における、生物の多様性及び生物
と環境との関係性を見いだして表現
すること。
【学びに向かう力等】
生物の多様性と生態系に主体的に関
わり、見通しを持ったり振り返った
りするなど科学的に探究しようとす
る態度を養うこと。

＜植生と遷移＞
・身の回りの植物はどのような環境
に生育しているのか。
環境と生物、光の強さと植物、森林
の階層構造と土壌、遷移の過程、遷
移に伴う環境の変化
・植生の変化は光環境や土壌をどの
ように変化させたのか。
・機構が異なると植生はどのように
変わるのか。
遷移と世界のバイオーム、日本のバ
イオーム
＜生態系とその保全＞
・土壌にはどのような動物がいるの
か
生態系における生物の役割
・食物網の上位に位置する生物がい
なくなるとどうなるのか。
種多様性と食物連鎖、生態系と生態
ピラミッド、キーストーン種と絶滅
・人間の活動は生態系にどのような
影響を与えるのか。
生態系のバランスと変動、人間活動
と生態系、生物濃縮、
・外来生物は生物多様性に影響を与
えるのか。
・生息地の分断は生物にどのような
影響を与えるのか。

外来生物、生物多様性と生態系の保
全、生態系と人間生活
・学習のまとめと演習
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
生物の多様性と生態系について、植生と遷移の
しくみ、生態系とその保全、生態系と生物の多
様性、生態系のバランスと保全などの基本的な
概念や原理・法則などを理解するとともに、科
学的に探究するために必要な観察実験などに関
する基本操作や記録などの基本的な技能を身に
つけている。
【思考・判断・表現力】
生物の多様性と生態系について、観察、実験な
どを通して探究し、生態系における、生物の多
様性及び生物と環境との関係性を見いだして表
現している。
【学びに向かう力等】
生物の多様性と生態系に主体的に関わり、見通
しを持ったり振り返ったりするなど科学的に探
究しようとしている。

○ ○

○ ○

○ 9

○○
定期考査

○ ○ 13

第3部　ヒトの体の調節
【知識・技能】
ヒトの体の調節について、神経系と
内分泌系による情報の伝達、体内環
境の維持の仕組み
などの基本的な概念や原理・法則な
どを理解するとともに、科学的に探
究するために必要な観察実験などに
関する基本操作や記録などの基本的
な技能を身につけること。
【思考・判断・表現力】
ヒトの体の調節について、観察、実
験などを通して探究し、多様な生物
がもつ共通の特徴を見出して表現す
ること。
【学びに向かう力等】
ヒトの体の調節に主体的に関わり、
見通しを持ったり振り返ったりする
など科学的に探究しようとする態度
を養うこと。

３
学
期

○


